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半世紀前の標本が明かす、忘れられた、絶滅に瀕した地域個体群の生態。 

汽水湖涸沼と涸沼ニシン。 

東京大学大気海洋研究所 猿渡敏郎 

 身近な雑魚と水辺の保全が、地球環境の保全につながる。魚類学関係者が頻繁に口にするフレーズです。ここでは、
関東平野にある湖と、そこを産卵場として利用している絶滅に瀕した魚のお話をご紹介します。 

汽水湖涸沼（ひぬま） 

茨城県中央部に位置する涸沼は、今も潮の満ち引
きにより海と自由な水の交換が維持されている、関
東平野唯一の汽水湖です。東西に 9Km、南北に
2Km、ちょうど胃袋のような形をしています（図1）。
私は大学院時代にこの涸沼に足蹴く通い、シラウオ
（Salanigichthys microdon）の生活史（一生）に関す
る研究を行いました。涸沼はヤマトシジミの産地と
して有名ですが、絶滅危惧種ヒヌマイトトンボ
（Mortonagrion hirosei）の基産地（最初に発見され
た場所）としても有名です。太公望なら、涸沼竿と
言えばピンとくるかもしれません。もう一つ、涸沼
関連で忘れてならないのが、このリレーコラムの主役である涸沼ニシンです。

涸沼ニシン（図2） 

ニシン（Clupea pallasii）の多くが海の浅瀬で産卵します。ニ
シンの群れが産卵すると、雄が放った精子で沿岸域が白くなる
現象を群来（くき）と呼びます。涸沼ニシンは、沿岸域ではな
く汽水域へと入り込み産卵する、湖沼産卵型ニシンです。青森

図１ 涸沼の概略図 

県の小渕沢ニシンも、湖沼産卵型ニシンとして有名です。1960 図2 涸沼ニシン Clupea pallasii 
年代までは、涸沼ニシンの大群が太平洋から涸沼川を遡り涸沼へと入り産卵していました。当時を知る漁業者の方か
らは、張網（小型の定置網）にカドイワシ（涸沼ニシンの地方名）が入りすぎて網を上げることができなかったとか、
網にびっしりと卵が産みつけられていたとか、涸沼川の水面が盛り上がるほどの大群が押し寄せてきたとか、今では
想像すらできないようなお話をうかがっています。出荷の際には、雄を樽の下に、卵を持った雌を上に詰めて全部子
持ちだと言って売ったとか、笑っていいのやらいけないのやら、ちょっと困ったお話も。いずれも、涸沼ニシンの持
つ地域的水産資源としての重要性を悟らせるエピソードです。昔は大量に獲れた涸沼ニシンも、悲しいことに現在は
年に 1，2 個体獲れる程度です。私も涸沼の張網や刺し網漁には随分と同行しましたが、1984-2000 年までの間に自
分で獲った涸沼ニシンは1 個体にすぎません。タイトルに「忘れられた」と付けましたが、涸沼ニシンは漁獲されな
くなるとともに、行政からも忘れられ、保護策などは一切取られませんでした。最近になり、環境省のレッドリスト
2020 には、絶滅のおそれのある地域個体群（LP）「本州の太平洋側湖沼系群のニシン」として、茨城県のレッドリス
トには、絶滅危惧 IA 類「ニシン湖沼系群」として掲載されるようになりました。大涸沼漁業協同組合に残されている



漁獲記録を見ますと、記録の残る1970 年代から減少傾向にあ
り、1990 年代にはほとんど漁獲されていないことが分かりま
す（図 3）。涸沼ニシンを絶滅させないためにも、有効かつ実
効性のある保護策が急務です。 

 保護策を策定する基礎となる涸沼ニシンの生態はどれぐら
いわかっているのでしょうか。涸沼の魚類に関する総説をま
とめるにあたり、既往研究から拾った涸沼ニシンに関する情
報を簡単にご紹介いたします。 

産卵のために汽水湖へ溯上するニシンの南限である。 

漁業に関する最初の記録は正保3 年（1646）。大漁には5 年，
7年，30年の周期があり、記録に残っている最初の大漁は1877

年（明治10 年）頃。一時は年間493 t もの漁獲があった。漁期盛期は1 月下旬から2 月中旬。 

例年12 月上旬から3 月中旬に、涸沼湖内への産卵遡上を行なう。 

溯上群は2-8 歳魚。漁獲の中心は3,4 歳魚。 

産卵期は2-3 月。 

鱗による年齢査定は難しい 

湖内で体長1.5 cm 前後の稚魚が多数確認された。 

5,6 月頃、5-7 cm のニシン稚魚が那珂川河口域で採集されている。 

 以上のように、漁業と産卵のために遡上してきた親に関する情報ばかりです。特に、産卵場や卵から孵化した後の
仔稚魚期に関する情報がありません。魚類の資源管理、保護、保全を行う上で産卵親魚の保護と同じくらいに、最も
死亡率の高い仔稚魚期に関する情報は貴重です。情報収集をしながら、涸沼ニシンの資源レベルが高かった 1960,70

年代に、誰かが研究をしていてくれていたらと、残念でやるせない気持ちになりました。一つ気になったのが、5,6 月
ごろ那珂川河口でニシンの稚魚が採集されるという情報です。なぜか。ニシンではなくコノシロ（Konosirus punctatus）
（すしネタのコハダ）かサッパ（Sardinella zunashi）（岡山のママカリ）の稚魚を誤同定した可能性が考えられるから
です。同じニシン目で、似た形をしたコノシロとサッパも、時期は少しずれますが産卵のために涸沼に遡上します。
私自身、両種の卵と仔稚魚を湖内で確認しています。涸沼の中で卵からふ化した涸沼ニシンがその後どのような生活
史をたどるのか、まったくわかっていません。 

 予想もしなかった、「小さな」大発見。 

涸沼の魚類に関する総説を出版してしばらくした 2010 年の初夏のこと。茨城県潮来にある茨城大学地球・地域環境
共創機構水圏環境フィールドステーションにあった古い魚類標本が茨
城県自然博物館（以後県博とする）へと寄贈され、その中に涸沼ニシン
の標本も多数含まれているという情報が入りました。フィールドステー
ションの大掃除の際に出てきた標本で、涸沼の親沢に茨城大学の臨湖実
験所があったころの標本群です。早速県博へ連絡を入れ、標本を借用す
ることにしました。産卵のために涸沼へ入った親魚の標本だと決めつけ
ていたところ、手にした標本を見てビックリしました。なんと、出てき
たのは標準体長50 ㎜前後の稚魚ばかり（図4）。しかも、コノシロやサ
ッパの稚魚と比べると体高が低いニシン目の稚魚です。早速調べてみる

図3 涸沼ニシンの漁獲量の推移 

図4 涸沼ニシンの稚魚。茨城県立自然博物館所蔵 



と、コノシロやサッパではなく、間違いなく、ニシンの稚魚でした。 

証拠標本の重要性 

2020 年8 月31 日時点で確認されている涸沼ニシンの標本一覧をご覧ください（表1）。地域的な水産資源として漁
獲されていたにもかかわらず、たったの51 個体です。この、博物館、大学に保存されていた51 個体が、涸沼ニシン
が存在した証拠となる、貴重極まりない標本のすべてです。そして茨城大学から県博へと寄贈された標本だけが、小
型の稚魚の標本で、他はみな大型の産卵親魚です。採集された生物が、学術上価値のある標本となるには、採集年月
日、場所、水深、水温などの環境データ、採集方法、採集者といった採集データを伴わないとなりません。新たに発
見（発掘？）された涸沼ニシン稚魚の
標本ラベルには、「1962 年4 月29 日 

涸沼 親沢にて張網で採集」とあり
ます（図 5）。私が生まれた年に採集
された標本です。では、この50 年以
上前に採集された標本は、涸沼ニシ
ンと涸沼に関して、半世紀の時を経
て何を語りかけてくるのでしょう
か？ 

10 尾の標本が語るもの 

魚類の生活史（一生）の概略を（図 6）に示しました。魚は卵からふ化したのち、仔魚、稚魚、未成魚、成魚と成
長していきます。その間に餌を採りはじめ、変態し、種類によっては回遊を始めます。発育段階ごとに、生息水域が

産卵場、成育場、摂餌場と変化します。涸沼ニ
シンにとって涸沼が産卵場であったことは間違
いありません。そして今回、涸沼湖内でふ化後
成長した稚魚の標本が確認されたことから、涸
沼が涸沼ニシンの成育場であったことが裏付け
られました。つまり、卵からふ化した涸沼ニシ
ンの仔魚が餌を採りはじめ、内臓や骨格系を発
達させて変態し、親と同じ形になるまでの初期
生活期を過ごす保育園として、涸沼が機能して
いたこととなります。涸沼ニシンがふ化後太平

  涸沼ニシンの標本 

北海道大学 水産学部 

   魚類体系学講座所蔵 33 個体 

国立科学博物館  5 個体 

東京大学大気海洋研究所   3 個体 

茨城県自然博物館 10 個体 

合計 51 個体 

表１ 現存する涸沼ニシンの標本一覧 図5 涸沼ニシン稚魚の標本ラベル 

図6 魚類の一生の概略図 洋へと出ていくまでの、回遊という旅路に出発
できるほどの体ができるまでの大事な時期を涸沼で過ごしていたわけです。 

涸沼からは 63 種の魚類を確認しています。この 63 種が 63 様に、涸沼という水域を産卵場として、仔稚魚の成育
場として、摂餌場として利用しています。涸沼は図6 が 63 枚複雑に折り重なった、いわば魚類の生活史曼荼羅です。
今回涸沼が絶滅危惧個体群である涸沼ニシンの産卵場兼成育場であることが判明しました。これは、涸沼という、
決して認知度の高くない汽水湖の重要性が増したこととなります。種の絶滅は、50年間生息が確認されなかった場合
に宣言されます。絶滅に瀕した涸沼ニシンが、50年以上埋もれていた標本を通して、私たちに改めて、涸沼と涸沼ニ
シンの保護と保全を強く語りかけてきているのではないでしょうか。小さな標本たちがパンドラの箱ではなく、貴
重なタイムカプセルとして、私たちに教えてくれているのです。身近な雑魚と身近な水面を大事にしないと、人類
と地球の将来はないよ！と。 
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